
  
 青時雨に濡れた紫陽花が朝日に輝き、爽やかな初夏の訪れを感じるようになりま 
した。近畿地方の今年の梅雨入りは６月上旬と予想されております。湿度が高くな 
り、黴が発生しやすくなりますので、熱中症や食品の管理には十分ご留意ください。 

   当館では、鬱陶しい時期には笑いと運動でストレスを解消していただきたいとの 
 趣旨から、新たな試みとして「いきいき健康体操教室」と昨年度からの落語会を開 
催いたします。万障お繰り合わせの上ご参加いただきますようご案内申し上げます。 
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６月 公民館だより
姫路市的形町的形１３５８－４

☎(Fax)(079)254-3293

日 曜 　　　 行 事 予 定

１ 日 パン教室B・A　　  　　 　連合自治会

３ 火 季節のはがき絵教室

4 水 手描き友禅　こども書道教室

5 木 洋裁

6 金 なかよしランド 　自彊術　茶道教室１

7 土 太極拳　茶道入門A・B　手芸教室

8 日 サヨナラ蛍光ランプ　　パン教室B・A

１０ 火 いきいき健康体操 お話の会 ハワイアンフラ 里山会

１１ 水 まとがた広場　こども書道教室　あげは

１２ 木 健康体操　洋裁　文化箏

１３ 金

１４ 土 書道教室 こども書道 囲碁 手芸 里山会

１５ 日 的形公民館寄席　料理教室　着付教室

１７ 火 スマホ教室 　季節のはがき絵教室

１８ 水 こども書道教室

１９ 木 健康体操　洋裁　

２０ 金 童コーラス　自彊術　茶道教室１

２１ 土 太極拳 パソコン 茶道２・３ こども書道

２２ 日 俳句

２４ 火 ハワイアンフラ　里山会

２５ 水 あげは

２６ 木 健康体操　文化箏

２７ 金 童コーラス　

２８ 土 太極拳 パソコン 囲碁 書道・こども書道

２９ 日

３０ 月 休館日

月曜日は休館日の為
記載していません。

的形公民館 検索公民館だよりカラー版は 

坂の山ご来光拝観一日
ついたち

登山 

いきいき健康体操教室 

６月１０日（火） 午前１０時～ 

２階会議室 [参加費無料] 

講師 松浦 香織先生 

《服装・持ち物》  

運動しやすい格好、室内用運動靴、タオル、お茶 

～事前申込 的形公民館☏２５４－３２９３へ～ 

日本スポーツ協会公認 

スポーツ指導者 

サヨナラ蛍光ランプ 

６月８日（日） 午前１０時～ 

２階会議室 [受講無料] 

講師 小林 正幸 氏 （関西電気保安協会） 

～事前申込 的形公民館☏２５４－３２９３へ～ 

蛍光ランプの生産終了をご存じですか！ 

今お使いの照明器具に LED ランプを取り付けてもい 

いのかな？電気の専門家がわかりやすく説明します！！ 

的形公民館寄席 今年も落語会が 
やってきました！ 

～事前申込 的形公民館☏２５４－３２９３へ～ 

無料

年間の１日登山の中で 
最も早い日の出時刻です 

健康を維持したい方、日頃のストレスを発散したい方、 

肩こりを解消したい方、気軽にご参加ください！ 

開

場

十

三

時

ヒマリちゃん

R7.5.1撮影
５月の登頂者たち

６月１日（日）(申込不要) 
集の合 柳池公園  
出の発 午前４時１９分 
日の出 午前４時４９分 
的形ふるさと里山会が引率 

山上で野鳥のこえを聴くと幸せに包まれます！！ 

写真提供　中村韶氏



 

的形の郷土史その五 

福泊の起源～韓泊～ 

神功皇后三韓征伐
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福泊神社 

修復工事 

修復後の本殿屋根

蟇股

下り龍・昇り龍
神功皇后 市杵嶋姫命 祇園大明神

なかよしランド 

６月６日（金） 
午前１０時～  
２階会議室 

（申込不要） 

移動児童
センター
まわ～る

おもちゃでの自由遊び、 

シアター「でんむしくん」 

お 話 の 会 

６月１０日（火） 
午前１０時～ 
的形こども園 
樋口尚子先生 
（姫路おはなしの会） 

こども園に事前申込を 

まとがた広場 

絵本の読み聞かせ 

子
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６月１１日（水） 
午前１０時～  

２階（申込不要） 
貝藤 美智子先生 
（姫路おはなしの会） 
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的形は、古代の古墳に始まり、行基伝説にまつわる製塩や摂播五泊の韓泊、 

中世の城跡、近世の禅寺の庭園など、各時代の特徴を表す優れた多くの史 
跡や名勝、伝説などを合わせ持つ「歴史の宝庫」である。今回は、姫路市の指定重要文化財であり、本

年５月に本殿などの修復工事が竣工した「福泊神社」について紹介する。 

「福泊」という地名は、神功皇后三韓征伐の際、 

御陣を留められ、誉田別命（ほむたわけのみこと 後の応神天皇）御懐胎の 

故を以て御腹帯を召されたために、腹帯里と書いて「ふくどまりの里」と呼ぶ 
ようになったと伝えられている。（播陽万宝知恵袋巻二十三） 

奈良時代には、高僧行基が建置した摂播五泊（泊＝港）の一つと 
して「韓泊（からどまり）」と呼ばれたが、南北朝時代の文献（峯相記） 

では「福泊」と呼ばれていた。「福泊」という名称や地名は、すでに鎌 
倉時代の史料に登場しており、歴史上の文献においては、「的形」よ 

りも古くから存在しているのである。（的形郷土史の研究 神栄赴郷編） 

福泊神社は、福泊の産土神で、前述の神功皇后三韓征伐の伝承 

から、平安時代に神功皇后、仲哀天皇、応神天皇（現在は素戔嗚尊（すさのおのみこと））  

の三柱を奉祀し、前の宮の池に市杵嶋姫命（いちきしまひめ）を祀ったと伝えられている。 

南北朝末期に隣の松原庄との境界争いが起こり、当時の代官達が境界を定めた 

記録「松原庄・的形福泊堺置文」（康応２年１３９０年）では、岩や畠を境界としているが、福泊神社は、そ
の境界に建立されており、“ゆるぎない境界のしるし”になったと思われる。また、江戸時代には社名を大

帯神社と称しており、当時は社領一石で、神社の東には真言宗の神宮寺が帯同していた。（播磨鑑） 
現在の本殿は、室町時代後期の建築と推定されており、姫路市内に残る数少ない「一間社隅木入春

日造」の社殿であり、正面上部に「蟇股（かえるまた）」という独特の工夫が凝らされ、「龍の彫刻」も含め
て意匠的に優れた細工を有する神社建築物である。（兵庫県神社庁姫路支部編著 姫路の神社） 

姫路市文化財課による調査で本殿の屋根裏から発見され 

た明治元年と同四十四年の棟札の記載内容から、明治の頃 
に茅葺から銅板葺きの屋根に変更されたと推測される。 

また、屋根の構造材に創建当初（室町時代）の部材が多く 
残っていることが判明したほか、本殿の御神殿は創建当初か 

らの部材がそのまま残っている。中でも御神殿上部の蟇股や 
左右の扉の昇り龍、下り龍は、姫路市内 

では最も古い歴史的価値がある彫り物で 
室町時代に制作されたものである。 

さらに御神殿奥の扉の内側に三柱の御 
神体（神功皇后、市杵嶋姫命、祇園大明神） 

が安置されていることが確認されたのであ 
         るが、これらの事実が、当神社にまつわる伝説、伝承を裏付けたといえる。 
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在任中 寺田　茂樹 様 的形地区連合自治会長

在任中 中西　義男 様 大的中学校校長

在任中 畠中　誠 様 的形小学校校長

在任中 野上　美香 様 的形こども園園長

在任中 和田　幸三 様 的形サービスセンター所長

在任中 立花　孝一 様 的形校区民生委員児童委員代表

新  任 細谷　茂治 様 的形小学校PTA会長

新  任 熊谷　裕子 様 的形こども園はまかぜ会会長

在任中 後藤　崇 様 姫路市スポーツ推進委員


